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第
２
回
定
例
会
の
経
過

〔
６
月
〕

11
日　

本
会
議

　
　
　

・
開
会

　
　
　

・
会
期
の
決
定

　
　
　

・
諸
般
の
報
告

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決

（
補
正
予
算
）

　
　
　

・ 

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
の
報
告

　
　
　

・
請
願
付
託

12
日　

休
会
（
議
案
審
査
）

13
日　

本
会
議

　
　
　

・
一
般
質
問(

３
議
員)

14
日　

本
会
議

　
　
　

・
一
般
質
問(

３
議
員)

15
〜
16
日　

休
会

17
日　

総
務
委
員
会

　
　
　
　
　

（
請
願
審
査
）

18
日　

休
会
（
議
事
整
理
）

19
日　

本
会
議

　
　
　

・ 

常
任
委
員
長
報
告
、
質

疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　

・
閉
会

　
　
　

議
員
提
出

　平成25年第２回行方市議会定例会は、６月11日から19日まで
の９日間の会期で開催しました。
　本会議では、条例改正案や補正予算案など10件が市長から、また、
意見書案１件が議員から上程され、いずれも原案のとおり、全会一致
で可決しました。また、請願１件も全会一致で一部を採択しました。

麻
生
公
民
館
耐
震
補
強
及
び
大
規
模
改
修
工
事

　

３
億
２
５
５
０
万
円
で
契
約
締
結

６月定例会

６月11日～19日

６月定例会

６月11日～19日

　昭和 53年に建築された麻生公民館
の耐震補強工事が行なわれます。
　また、合わせて内部の空調や電気設
備などの大規模な改修を行ない住民の
利用しやすい環境が整備されます。
　なお、工事に伴い平成 25年７月か
ら平成 26年２月まで事務所と一部機
能が西浦地区学習センターに仮移転さ
れました。再開は２月以降です。

西浦地区学習センター

耐震改修がスタートした麻生公民館

事務所と一部機能は仮移転
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市
長
が
提
出
し
た
議
案
等

一
部
を
改
正

■ 

行
方
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

国
の
税
制
改
正
が
行
な
わ
れ
た

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

■ 

行
方
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
の
税
制
改
正
が
行
な
わ
れ
た

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

条　

例

報　

告

■ 

市
道
路
線
の
廃
止
・
認
定
・
変

更
に
つ
い
て

　

行
方
市
玉
造
地
区
の
市
道
（
玉
）

２
１
５
０
号
線
外
２
路
線
を
変
更

し
ま
し
た
。

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決

（
意
見
書
）

　
　
　

・ 

閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査

　
　
　

・
議
員
の
派
遣

　
　
　

・
閉
会

報　

告

　

平
成
24
年
度
の
歳
出
予
算
の
経

費
を
平
成
25
年
度
に
繰
り
越
し
た

の
で
、
地
方
自
治
法
施
行
令
の
規

定
に
基
づ
き
、
市
長
か
ら
次
の
と

お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

　

 

繰
越
額
：
18
億
４
，
２
６
６
万

　
　
　
　
　

５
，
０
０
０
円

　

主
な
事
業

・
農
業
体
質
強
化
基
盤
整
備
事
業

・
道
路
維
持
補
修
事
業

・
通
学
路
整
備
事
業

・
麻
生
幼
稚
園
施
設
整
備
事
業

・
麻
生
公
民
館
大
規
模
改
修
事
業

・
学
校
教
育
施
設
災
害
復
旧
事
業

■ 

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

　

 
繰
越
額
：
４
，
４
２
５
万
３
，
０

　
　
　
　
　

０
０
円

・
公
共
下
水
道
整
備
事
業

■ 

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
繰
越
明
許
費

　

 

繰
越
額
：
１
４
４
万
８
，
０
０
０
円

・
流
域
下
水
道
整
備
事
業

■
一
般
会
計
事
故
繰
越
し

　

繰
越
額
：
１
億
４
，
８
４
３
万

　
　
　
　
　

７
，
２
５
０
円

工
事
請
負
契
約
の
締
結

■ 

麻
生
公
民
館
耐
震
補
強
及
び
大

規
模
改
修
工
事

・
契
約
方
法　

一
般
競
争
入
札

・
契
約
金
額

　
　
　
　

３
億
２
，
５
５
０
万
円

・
工
事
の
相
手
方

　
　

株
木
・
松
沢
特
定
建
設
工
事

　
　

共
同
企
業
体

　

代
表
構
成
員

　
　

 

茨
城
県
水
戸
市
吉
沢
町
３
１

　
　

１
番
地
１

　
　

 

株
木
建
設　

株
式
会
社　

茨
城
本
店

　
　

取
締
役
常
務
執
行
役
員
本
店
長

　
　

木
元
由
孝

　

構
成
員

　
　

 

茨
城
県
行
方
市
小
高
２
１
９

番
地
の
１

　
　

松
沢
建
設　

株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

松
沢
弘
美

・
工　

期

　
　

 

議
決
日
の
翌
日
（
平
成
25
年

６
月
12
日
）
か
ら
平
成
26
年

１
月
31
日
ま
で

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

水み
ず

野の　

義よ
し
さ
だ貞（

小
幡
６
８
５
番
地
）

　

平
成
25
年
９
月
30
日
で
任
期
満

了
に
な
る
た
め
、
水
野
氏
を
引
き

続
き
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

諮　

問

　

主
な
事
業

・
農
業
体
質
強
化
基
盤
整
備
事
業

・
道
路
改
良
舗
装
事
業

・
麻
生
東
小
学
校
施
設
整
備
事
業

会　　計　　別 内　　　　　　容

一　般　会　計

16,453,000円の増額

市有地維持管理委託料  3,465,000円
特定地域再生計画策定業務委託料  6,450,000円

第２会定例会で補正された平成25年度予算
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意 

見 

書

■ 

日
本
人
の
国
外
犯
罪
被
害
に
対

す
る
支
援
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

（
全
文
）

　

提
案
者　

総
務
委
員
長 

小
林　

久

　

国
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
が

保
障
さ
れ
た
社
会
を
目
指
し
、
日

本
国
内
外
に
お
い
て
様
々
な
犯
罪

抑
止
の
た
め
の
取
り
組
み
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
近
年
の
犯
罪
は
多
様

化
し
、
そ
れ
ら
の
犯
罪
に
よ
っ
て

傷
つ
い
た
被
害
者
の
方
に
対
し
て

十
分
な
支
援
は
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
社
会
か
ら
の
孤
立
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
本
人
の
海
外
進
出
と

国
際
化
が
進
む
な
か
、
渡
航
先
で

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
も
発

生
し
、
平
成
23
年
に
は
、
国
外
で

日
本
人
が
殺
人
や
強
盗
、
傷
害
事

件
な
ど
の
凶
悪
犯
罪
の
被
害
を
受

け
た
件
数
が
４
０
０
件
以
上
に
及

ん
で
い
る
。

　

最
近
で
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で

発
生
し
10
名
の
日
本
人
が
犠
牲
と

な
っ
た
人
質
拘
束
事
件
や
グ
ア
ム

で
３
名
が
死
亡
し
10
名
が
負
傷
し

◇請願第１号　 行方市犯罪被害者等支援条例の制定
についての請願

　６月 11 日に付託された請願第１号について、17 日

に総務委員会が審査しました。審査では、請願要旨の

妥当を認めたうえで次の意見が出されました。

〇 犯罪被害者等を支援するための条例の制定や支援金制
度の設置については、市独自の早急な対応が難しい。
〇 犯罪被害者等を支援するための総合窓口の設置や行
動計画の策定は、市としての対応窓口を明確にする
ために必要である。
〇国の法改正などの動向を見極める必要がある。

この結果、総務委員会では請願の一部を採択としました。

請
願
・
陳
情

■ 

行
方
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
の
請
願

【
請
願
者
】

　
「 

海
外
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者

等
を
支
援
す
る
会
」

　
　
　
　
　
　

代
表　

羽
生
唯
仁

請
願
要
旨

　

① 

犯
罪
被
害
者
等
を
支
援
す
る

た
め
の
条
例
の
制
定

　

② 

犯
罪
被
害
者
等
を
支
援
す
る

た
め
の
総
合
窓
口
を
設
け
、

保
健
、
福
祉
、
雇
用
、
生
活

支
援
等
の
相
談
に
応
じ
る
こ

と

　

③ 

犯
罪
被
害
者
等
を
支
援
す
る

た
め
の
諸
施
設
が
実
現
さ
せ

る
行
動
計
画
の
策
定

　

④ 

犯
罪
被
害
者
等
を
支
援
す
る

た
め
の
支
援
金
制
度
の
設
置

　

⑤ 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
関
連
法

（
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
・

犯
罪
被
害
者
等
支
援
法
）
の

適
用
範
囲
等
の
見
直
し
に
向

け
た
国
な
ら
び
に
関
係
機
関

へ
の
働
き
か
け

ど
う
な
っ
た
!?

た
無
差
別
殺
傷
事
件
に
国
民
は
大

き
な
衝
撃
を
受
け
た
。

　

し
か
し
、
現
行
の
犯
罪
被
害
者

等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪

被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律

は
日
本
国
内
で
犯
罪
被
害
を
受
け

た
被
害
者
が
対
象
と
さ
れ
、
国
外

の
犯
罪
被
害
は
対
象
と
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
被
害
者
や
家
族
の

身
体
的
精
神
的
苦
痛
と
経
済
的
負

担
が
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
同
じ
日
本
人
と
し
て
同
胞
の

被
害
に
対
す
る
支
援
を
講
じ
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、
犯
罪

被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ

る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す

る
法
律
の
早
急
な
改
正
を
行
な

い
、
日
本
国
外
で
犯
罪
被
害
を
受

け
た
被
害
者
及
び
遺
族
に
対
し
て

も
十
分
な
支
援
が
な
さ
れ
る
こ
と

を
強
く
要
望
す
る
。

１
．
日
本
人
が
国
外
で
犯
罪
被
害

者
と
な
っ
た
場
合
に
も
給
付
金
等

の
対
象
と
な
る
よ
う
、「
犯
罪
被

害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る

法
律
」
を
早
急
に
改
正
す
る
こ
と

なお、採択された請願趣旨を受け、国及び関
係機関に意見書が提出されました。

総務委員長からの報告を受け、本会議において全会
一致で採決された結果は請願趣旨の一部を採択する
ものでした。

採択された請願趣旨の一部

② 犯罪被害者等を支援するための総合窓口を設け、保
健、福祉、雇用、生活支援等の相談に応じること
③ 犯罪被害者等を支援するための諸施設が実現させる
行動計画の策定
⑤ 犯罪被害者等支援関連法（犯罪被害者等基本法・犯
罪被害者等支援法）の適用範囲等の見直しに向けた
国ならびに関係機関への働きかけ

付託案件の審査結果
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用語解説　【一部採択】
　一部採択とは､内容が数項目に
わたっているような場合において、
その一部については認めにくい 
が、全体を不採択にするのは適当
でない場合、一部の項目または部
分採択することです。

報　

告

■
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　

行
方
市
の
職
員
が
公
用
車
を
運

転
中
に
起
し
た
車
両
と
の
接
触
事

故
に
つ
い
て
、
相
手
方
の
車
両

に
対
す
る
損
害
賠
償
額
を
９
８
，

２
７
５
円
と
定
め
、
和
解
し
、
専

決
処
分
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

■
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　

行
方
市
の
職
員
が
公
用
車
を
運

転
中
に
起
し
た
車
両
と
の
接
触
事

故
に
つ
い
て
、
相
手
方
の
車
両

に
対
す
る
損
害
賠
償
額
を
３
９
，

６
６
９
円
と
定
め
、
和
解
し
、
専

決
処
分
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認

■ 

行
方
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

国
の
税
制
改
正
が
行
な
わ
れ
た

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

■ 

行
方
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
の
税
制
改
正
が
行
な
わ
れ
た

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
回
）

　

震
災
復
興
特
別
交
付
税
と
地
域

の
元
気
臨
時
交
付
金
の
交
付
に
伴

い
、財
源
内
訳
を
補
正
し
ま
し
た
。

■ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
回
）

　

出
産
一
時
金
の
財
源
内
訳
が
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
第
２
回
臨
時
会
は
、
５
月
24
日
に
１
日
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
専
決
処
分
の
ほ
か
、
補
正
予
算
な
ど
７
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
臨
時
会
で
は
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
改
選
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

第２回臨時会

会　　計　　別 主　な　内　容 

一　般　会　計

4,024万 2,000円の増額

県単農道整備事業  3,368万 5,000円
文化会館維持管理事業  504万円

第２会臨時会で補正された平成25年度予算

　行方市議会では、６月19日に日本人の国外犯罪被害に対す
る支援拡充を求める意見書の提出が可決されました。
　意見書の提出には、郵送での発送と直接関係機関に持参する
方法があります。
　これまでは郵送での提出が通例でしたが、今回提出される意
見書については、請願提出者の切実な願意に対し早急な対応を
国の関係機関に求めるため、7月5日に貝塚順一議長と小林久
総務委員長が直接持参し、意見書の内容と提出までの経緯を説
明をしてきました。

　意見書提出先　　内閣総理大臣・内閣官房長官・総務大臣・外務大臣

　　　　　　　　　国家公安委員長・衆議院議長・参議院議長

～住民の意見を国へ～

日本人の国外犯罪被害に対する支援拡充を求める意
見書を関係機関に提出しました

～住民の意見を国へ～

日本人の国外犯罪被害に対する支援拡充を求める意
見書を関係機関に提出しました


